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                                       要約 
 日本の不登校の問題を考えるうえで，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。
筆者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 2002 年
まで，および 2011 年は ERIC および PsycINFO(PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS)の，2003 年
から 2010 年までは PsycINFO の,さらに 2013 年と 2014 年は ERIC の不登校との関連が考えられ
るキーワード school attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分
類してきている。その継続研究として 2015 年は ERIC および PsycINFO の文献 91 件について取
り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school refusal 






 本研究は，2015 年の文献についての継続研究である。ERIC データベースは 2003 年以降，デ
ータベースの検索方法を変更していたため，2003 年以降の文献については，年毎の検索ができ
なくなっていたが，2011 年途中に確認をしたところ年毎の検索が利用可能になっていた。 一
方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO データベース)は，2013 年 11 月末に日本国内
の個人利用者へのデータベースサービスが終了し，2013 年 12 月以降は大学などの専門機関施
設内での利用となっていた。2015 年 7 月以降に，学術認証フェデレーション(GakuNin)に参加
している鳴門教育大学を含む多くの大学関係者等は学外からの学術情報の検索が可能となった。 
 今回の研究では，ERIC および PsycINFO データベースを用い，文献検索を行った。検索方法
は，インターネット経由での作業を行った。これらの中から不登校との関連が考えられるもの
について，キーワード毎に分類した。筆者の作業(1992a)に続くこの継続研究は，今回で 25 年
目に当たるが，同一規準での作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究の 2015 年分である。 
 2015 年の ERIC では，school attendance に関する文献が 29 件，school dropouts に関する文
献が 30 件，school phobia に関する文献が 2 件，school refusal に関する文献が 4 件であった。
一方，PsycINFO では，school attendance に関する文献が 362 件，school dropouts に関する文献
が 160 件，school phobia に関する文献が 129 件，school refusal に関する文献は 88 件であった。 
 ERIC および PsycINFO の 804 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 91 件について，
キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 
 ここで取り上げる研究は，2016 年 6 月現在，ERIC および PsycINFO において検索し，不登校
との関連が考えられる 2015 年分として収録されている文献である。ここでは，日本の幼稚園・
保育所から高等学校に対応する学年までの不登校との関連が考えられる文献を取り扱っている。 
  １ school attendance に関する研究の概観 
  school attendance をキーワードに持つ文献 391 件のうち，関連の考えられる 24 件について概
観することにする。ERIC では 29 件のうち 5 件，PsycINFO では，362 件のうち 19 件を取り上
げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 10 件，中国が 1 件，ノルウェーが 3 件，英国が 4
件，スウェーデンが 2 件，オーストラリアが 1 件，ドイツが 1 件，ケニアが 1 件，カナダが 1
件である。 
 Hysing ら(2015)は，青年期の睡眠と不登校との関係を調べることを目的に研究を行っている。





高い割合で短い睡眠時間と睡眠不全が，不登校の睡眠尺度であった(それぞれ(OR=4.61, CI 95% 
3.29–6.46)と(OR = 3.26, CI 95% 2.67–3.99))。週末と平日での大きな就寝時刻の相違が不眠症
(OR = 2.25, CI % ※GakNin･PsyINFO%の数値記載なし 1.89–2.67)や日中の疲労感(OR = 2.09, CI 

















































  Havik ら(2015a)は，身体症状，主観的な健康不満，怠学，登校拒否を含む不登校の理由を評
価し，性別，学年，自己報告された特別支援教育の必要性を調査することを目的に研究を行っ
ている。ノルウェーの 7 つの自治体の生徒に配布される自己報告質問紙に基づいた研究である。












































































  Clarke ら(2015)は，親子の治療処置反応に対する親の約束，出席，宿題へのこだわりの二つ
の次元の相対的寄与を調査し，早めの約束が遅めの約束よりも強い予測要因であるかどうかを
展開している。対象者は，注意欠如・多動症の子どもに対する 12 セッションのエビデンスに基














 Steiner と Rasberry(2015)によれば，いじめと健康にリスクとなる行動との間の関係は十分論
じられているが，登校状況を含むいじめと教育に関わる結果についての調査研究は限られてい
る。個人及び電子的ないじめの犠牲とアメリカ合衆国の高校生の国家を代表するサンプル中の






 Inglés(2015)は，school attendance にも関連するが，school refusal で取り上げる。 



























(MT)，第 2 グループは通常の治療処置(TAU)を受診した。6 ヶ月や 12 ヶ月後と同様に，治療




3.98～12.12，p<0.001 での MT 対 TAU の OR1.05，95％CI 0.58～1.90，p=0.875 という治療介入




  Gren-Landell ら(2015)は，6～9 年生の通常学級及び特別支援教育の 158 人の教師に問題のあ
る長期欠席についての考えられる理由を評価するために問いかけをするオンライン調査を行っ































































 Freeman ら(2015)は，school attendance にも関連するが，school dropout において取り上げる。 
 
 ２ school dropouts に関する研究の概観 
  school dropouts をキーワードに持つ文献 190 件のうち，関連の考えられる 29 件について概観
することにする。ERIC では 30 件のうち 7 件，PsycINFO では，160 件のうち 22 件を取り上げ
る。なお，国別では，アメリカ合衆国が 16 件，ノルウェーが 3 件，フィンランドが 2 件，カナ
ダが 1 件，メキシコが 1 件，ホンジュラスが 1 件，フランスが 2 件，オランダが 1 件，レバノ




16 歳の 2,045 人の高校生のデータが階層的回帰モデルを用いて分析された。退学するという意
志は従属変数であった。分析から，教師の支援と学校での孤独な関係が退学しようとする意志
の強い予測因子であることが分かった。仲間の受容と友情は最も少ない予測因子であった。 

















































 Freeman と Simonsen(2015a)は，高等学校の中途退学と卒業について，政策と実践的介入を系
統的に調査し，介入の効果を評価することを目的に概観を行っている。この系統的概観では，
(a)政策と実践的介入を記述すること，(b)実験的，半実験的研究からの総合的結果，(c)有効な








されている。school attendance にも関連するが，school dropout で取り扱っている。 



















































  Hakkarainen ら(2015)は，縦断的研究を通して，16～19 歳の 10～12 年生の中等教育での学習
支援を受ける要因と義務教育後の 5 年以内の中等教育からの中途退学の予測因子として，9 年
生で測定した読解と数学の困難さの役割を調査研究している。さらに，この予測での 9 年生と
11 年生での学習達成の役割についても研究を行っている。この研究の参加者は，男子 302 人，
女子 293 人，計 595 人の義務教育修了後 5 年間，追跡調査を行っていた中規模のフィンランド
の都市の 16 歳の 9 年生の生徒たちの集団である。性別，教育履歴，社会経済的状況の効果を統
制した経路モデルから，第 1 には特に 11 年生で，学習上の困難さを抱えた生徒が学習支援を受
けていた。第 2 には，学習上の困難さは，直接 9 年生の到達度に影響を与えていたが，11 年生
ではなかった。第 3 に，数学の困難さは，中等教育からの中途退学が直接予測されたが，読解
と数学との双方の困難さは，中途退学に関して，9 年生と 11 年生での到達度を通して間接的に
影響を与えていた。 



















  Orpinas と Raczynski(2015b)は，学校環境の 6 つの次元と高等学校中途退学の関係の評価を行












 Ekstrand(2015)は，school dropout にも関連するが，school attendance で取りあげる。 





































































い，という 6 点を含むネイティブな若者の卒業率を改善する適用が研究から明らかになった。 








































 Lanza と Huang(2015)は，民族性と同様に肥満の始まりと期間を含む，肥満と高等学校中途
退学との関係を調べることによって，子どもの肥満と学校での結果にかかわる文献を取り上げ
ることを目的に研究を行っている。若者に関する 1979 年の国家縦断研究(NLSY79)の一群の子



















 3   school phobia に関する研究の概観 
  school phobia をキーワードに持つ文献 131 件のうち，関連の考えられる 24 件について概観す
ることにする。ERIC では 2 件のうち 2 件，PsycINFO では，129 件のうち 22 件を取り上げる。
なお，国別では，アメリカ合衆国が 7 件，英国が 6 件，ドイツが 2 件，フィンランドが 1 件，
オランダが 1 件，ノルウェーが 1 件，日本が 2 件，トルコが 1 件，オーストラリアが 1 件，ポ
ルトガルが 1 件，インドが 1 件である。 
















































スの治療介入を展開してきている。この報告では，平均年齢 6.5 歳で女子 16 人の 3~9 歳の選択





若年であればあるほど，改善は大きく，6~9 歳の子どもの 33％と比較して 3~5 歳の子どもの 78
％は選択制緘黙ではなかった。治療処置の利得は追跡調査で維持されていた。より若年の子ど
もでの大きな改善が，早期の治療介入の重要さを強調している。 


























  Yoshioka ら(2015b)は，精神障害についての認識と信条を評価するために，日本の高校生の












 Baker と Bishop(2015)は，school phobia にも関連するが，school attendance で取り上げる。 
 Koyuncu ら(2015)は，社交不安症の患者での児童期 ADHD 合併症の頻度と社交不安症の様々
な人口統計学的臨床的変数についての合併症の影響を決定しようと研究を行っている。社交不
安症の 130 人の患者が，ADHD の児童期の診断を決定するために，K-SADS-PL の行動障害モジ
ュールで評価された。児童期の ADHD の合併症のある患者と合併症のない患者が臨床的特徴と
評価得点により比較された。結果として，社交不安症の発症の平均年齢は比較的低く，生涯に
















であると考えられる。治療処置の利得は少なくとも 5 年間は維持されるとしている。 















































を論ずること，(3)幼児での不安や恐怖に対する CBPT の活用を記述すること，の 3 点を行って
いる。冊子体の一つの章についての記述である。 
  Salazar ら(2015)は，知的障害のある自閉スペクトラム症と知的障害のない自閉スペクトラム
症の子どもの臨床サンプルを精神医学的障害の割合・タイプとリスク要因のあり得る関係を決


























 Inglés ら(2015)は，school phobia にも関連するが，school refusal で取り扱う。 
 Mojtabai ら(2015)は，コミュニティ・サンプルでの教育的達成と精神障害との関係を調査研
究しようとしている。データは，1990～1992 年の全国合併症調査(NCS)の回答，2001～2003































ション質問紙(SCQ;Rutter 他,2003)を回答した。社交不安症と診断されていた 262 人の児童と社
交不安症ではない不安を抱えた 142 人の児童が，SCQ 総得点と下位尺度得点，臨床的なカット
オフより上の参加者の得点頻度について比較された。結果から，社交不安症の児童は，社交不
安症ではない不安を抱えた児童よりも，SCQ 総得点(t(352)=4.85, p<.001, d=.55, r=.27)，社会的



















  Paul ら(2015)は，児童青年の気分障害での強迫症(OCD)とその他の不安障害の合併症を評価





いた。この 100 人を対象とした調査研究からは，合併症の不安障害が気分障害の児童青年の 5
分の１に見いだされたことになる。 
 
 4  school refusal に関する文献 
  school refusal をキーワードに持つ文献 92 件のうち，関連の考えられる 14 件について概観す
ることにする。ERIC では 4 件のうち 3 件，PsycINFO では，88 件のうち 11 件を取り上げる。
なお，国別では，アメリカ合衆国が 5 件，スペインが 1 件，大韓民国が 1 件，ノルウェーが 3












  Carless ら(2015)によれば，精神病理学と親の実践のような親の特徴は登校拒否の表れに関係
すると考えられる。登校拒否を理解する上で，主に情緒的，行動的要因を展開し，親の認知構



































徒はノルウェーの 7 つの自治体の 45 校から選択され，生徒の自己報告の質問紙が実施された。
6~10 年生の 5,465 人の生徒に対して 2012 年秋期の終わりに調査が行われた。生徒のサンプル










 Havik ら(2015a)は，school refusal にも関連するが school attendance で取り扱う。 









文献は schol phobia にも関連する。 








のこれらの 2 つのタイプ全体にも異なることが考えられる。 




















処置(TAU)を受けた。主な研究結果は，6 ヶ月後と 12 ヶ月後と同様に，治療介入以前，最初の
測定の 5 日前に出席した学級のパーセンテージであった。これらの期間で，登校状況は，通常，
部分的，全くなしとして特徴づけられた。第二の結果は不安，抑うつ兆候の重篤さ，自己肯定
感，家庭生活の質であった。双方の治療処置群で，通常登校のパーセンテージが 6 ヶ月で約 60
％に上がり，MT が 60.6%，TAU が 58.3%，ベースラインの変化に対する OR=6.94，

















 Kleiger(2015)，Carroll(2015)，Baker と Bishop(2015)，Blöte,ら(2015)は，school refusal にも













 Ⅲ おわりに 












 PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO データベース)は，2013 年 11 月末に日本国内の
個人利用者へのデータベースサービスが終了し，2013 年 12 月以降は大学などの専門機関施設
内での利用となっていたが，2015 年 7 月以降に学術認証フェデレーション(GakuNin)に参加し
ている鳴門教育大学を含む多くの大学関係者等は施設外からの学術情報の検索が可能となった。
2013 年と 2014 年とは異なり，2015 年の文献については ERIC データベースと GakuNin 経由
PsycINFO データベースによる作業を行った。 
 2015年のERICでは，2016年 6月現在で，school attendanceに関する文献が 29件，school dropouts
に関する文献が 30 件，school phobia に関する文献が 2 件，school refusal に関する文献は 5 件で
あった。一方，GakuNin 経由 PsycINFO では，school attendance に関する文献が 362 件，school 
dropouts に関する文献が 160 件，school phobia に関する文献が 129 件，school refusal に関する
文献は 88 件であった。2015 年の検索文献総数は 804 件であり，このうち 91 件について取り上
げた。2000 年以降の ERIC および GakuNin 経由 PsycINFO の検索文献件総数の推移を見てみる
と，2000年 354(126,228)件，2001年 413(122,291)件，2002年 419(114,305)件，2003年 361(59,302)
件，2004年 489(100,389)件，2005年 486(82,404)件，2006年 569(111,458)件，2007年 618(136,482)
件，2008 年 657(114,543)件，2009 年 727(169,558)件，2010 年 742(173,569)件，2011 年
755(141,614)件，2012 年 817(168,649)件，2013 年 873(137,736)件，2014 年 829(80,749)件，2015
年 804(65,739)件である（ERIC,GakuNin 経由 PsycINFO の文献数）。文献総数の増減について
は今後も注目していきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PsycINFO(PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS) の文献を用いた
世界の不登校に関する研究の 1 年毎の概観は，25 年目となる。2002 年まで進めてきた ERIC の
年毎の概観が，検索方法が一度変更され，できなくなっていたが 2012 年より再度過去の文献も
含めて検索ができるようになった。PsycINFO(PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS)についても
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